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北信州森林組合

第48号

設立２０周年記念事業の一環で本所の看板を建替えました。　野沢温泉村産の根曲りスギを使いました。

組合ホームページもあります。ぜひ、ご覧ください！
http://www.jforest-kitashinshu.or.jp/
スマートフォン対応となっています。

年頭のごあいさつ････････････････････ ２

役員コンプライアンス研修会を開催････ ３

第１回定款・規程等学習会開催･････････ ３

本所北側駐車場が完成････････････････ ４

赤坂林産事業所再整備を進めています････ ４

アルコールチェッカー導入････････････ ５

役員視察研修実施しました････････････ ６

役員改選について････････････････････ ７

役員安全パトロールを実施････････････ ７

総代・参与委員の任期
および改選について･･････････････････ ８

主
な
内
容
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年頭のごあいさつ
北信州森林組合
代表理事組合長　 清水　侃

あけましておめでとうございます

組合発展のため頑張ってまいります
代
表
理
事
組
合
長	

清
　
水
　
　
　
侃

副
組
合
長
理
事	

竹
　
内
　
義
　
明

総
務
委
員
長	

平
　
田
　
幸
　
男

業
務
委
員
長	

藤
　
澤
　
敏
　
孝

総
務
副
委
員
長	

吉
　
池
　
茂
　
敏

業
務
副
委
員
長	

丸
　
山
　
隆
　
久

総
　
務
　
委
　
員	

丸
　
山
　
松
　
良

　
　
　
〃
　
　	

関
　
　
　
保
　
典

　
　
　
〃
　
　	

瀧
　
澤
　
俊
　
實

業
　
務
　
委
　
員	

小
　
嶋
　
秀
　
治

　
　
　
〃
　
　	

佐
　
藤
　
次
　
雄

　
　
　
〃
　
　	

森
　
　
　
和
　
樹

代
　
表
　
監
　
事	

高
　
坂
　
亀
美
雄

監
　
　
　
　
　
事	

西
　
方
　
俊
　
也

職
　
員
　
一
　
同

組合員の皆様には、健やかに新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。
世界的に木材価格が急騰した「ウッドショック」。昨年は、アメリカでの建築需要が急落したことにより、状況が一変、ウッ

ドショック解消の兆しも見えてきました。輸入材調達困難な状況が改善されてきたことから、県内市況もスギ、カラマツ、
ヒノキの製材・合板向け丸太は、価格を下げ、動きも鈍化傾向にあります。ただ、円相場や海外情勢の変化などもあり、
木材価格がさらに下降していくタイミングは、非常に掴みにくいといわれています。

さて、当組合の系統運動 「ＪＦｏｒｅｓｔ北信州森林組合ビジョン 2030（１０か年計画）」がスタートしました。これまでの「間
伐中心」から、「主伐・再造林」への移行や、バイオマス発電燃料材の供給を視野に「広葉樹林」 など新たな事業展
開に向かっていくことになりますが、大切なことは ＩＣＴ技術をさらにレベルアップし、実践での省力化につなげることで、
これは、経営改善の一つの大きな柱でもあります。

林野庁が目指している「新しい林業」は、生産性を向上させ、とかく採算性の低い再造林や保育も含めて、収支を
プラスに転換することで、持続可能な林業経営体を目指す、というものです。この “ 経営モデル実証事業 ” に当組合が
選定されました（全国１２団体）。ＩＣＴハーベスタによる造材や、ドローン、ホロレンズ等、最新機器を駆使して、植栽・
下刈り等の効率化を実証するもので、信州大学等と連携して進めます。私たちは、こうした活動を重ね、林業の新しい
時代に向けて積極的に取り組んでいきたいと考えています。

長野県の森林づくり県民税は、５年間の継続が決定しました。使途は、森林の “ 若返り” を急務と捉え、「再造林の
加速化」等を重点としており、新たな業態に踏み込んでいく当組合にとって大きな力となります。

令和４年度の経営状況は、各事業とも皆様のご協力をいただき、現時点では、総体的に計画を大きく上回る見通し
です。

今年も役職員一同、より信頼される組合を目指して頑張りますので、組合員の皆様のご理解ご協力をお願い申し上げ
ます。

本年が平穏な一年でありますよう、また、皆様のご健勝、ご多幸をお祈り申し上げ、挨拶といたします。



3

12 月23日学習会

12月26日学習会

十
月
二
十
一
日
に
令
和
四
年
度
の
役
員
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

元
長
野
県
林
務
部
長
で
長
野
県
森
林
経
営
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
山
崎
明
氏
に
「
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
」
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

法
令
、
就
業
規
則
、
社
会
倫
理
・
規
範
、
新
た
な
森
林

経
営
管
理
制
度
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
指
導
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

法
令
で
は
、
幅
広
い
内
容
と
な
る
こ
と
か
ら
、
定
期
的
に

専
門
家
に
よ
る
研
修
会
を
行
う
な
ど
、
法
令
に
対
す
る
正
し

い
理
解
の
習
得
機
会
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
。

就
業
規
則
で
は
、
働
き
方
改
革
関
連
法
が
平
成
三
十
一

年
四
月
か
ら
順
次
施
行
さ
れ
た
こ
と
と
、
林
業
が
他
産
業

に
比
べ
、
労
働
災
害
の
発
生
率
が
高
く
、
人
手
が
集
ま
ら

な
い
な
ど
の
課
題
が
多
く
、
林
野
庁
で
、『
林
業
に
お
け
る

「
働
き
方
改
革
」
の
実
現
に
向
け
て
』
と
い
う
経
営
者
向

け
の
手
引
き
を
作
成
し
た
こ
と
。
そ
の
中
で
は
、
風
通
し

の
良
い
労
働
環
境
を
作
り
、
①
労
働
安
全
の
確
保
、
②
労

働
力
の
確
保
、
③
能
力
に
応
じ
た
賃
金
制
度
の
構
築
、
④

雇
用
の
改
善
に
つ
い
て
、
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

社
会
倫
理
・
規
範
で
は
、
想
定
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
示
さ

れ
て
、
リ
ス
ク
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
理
事
・
職

員
が
、
定
期
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
持
ち
、
職
員

一
人
ひ
と
り
が
リ
ス
ク
へ
の
対
策
に
つ
い
て
「
自
分
事
化
」

す
る
組
織
風
土
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
。
優
秀
な
職
員
で
も
、
社
会
に
隷
属
し
、
時
に
社
会
的

な
価
値
判
断
さ
え
見
失
う
場
合
が
あ
り
、
組
織
上
ど
う
し

て
も
や
り
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ
っ
た
り
、

社
会
的
な
大
義
を
と
も
な
う
案
件
で
あ
っ
て
も
、
過
剰
な

ノ
ル
マ
を
課
す
と
職
員
は
方
向
性
を
見
失
い
、
指
示
に
従

う
だ
け
と
な
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
規
則
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
日
頃
の
生

活
の
中
で
対
話
を
通
じ
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
リ
ス
ク
へ

の
対
策
を
自
分
事
化
で
き
る
よ
う
、
取
組
ん
で
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

『
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
、職
員
が
遵
守
す
る
こ
と
、リ
ー

ダ
ー
は
経
営
の
こ
と
だ
け
気
を
遣
っ
て
い
れ
ば
よ
い
』
と

思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
こ
れ
が
一
番
い
け
な
い
。
リ
ー
ダ
ー

は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
総
責
任
者
で
あ
り
、
自
分
事
化

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
新
た
な
森
林
経
営
管
理
制
度
に
つ
い
て
は
、
森

林
組
合
が
克
服
す
べ
き
課
題
、
求
め
ら
れ
る
対
応
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
基
本
と
な
る
法
令
・
定
款
・
規
約
・

規
程
等
に
つ
い
て
、
実
務
を
担
う
職
員
全
員
の
基
礎
知
識

向
上
を
図
る
た
め
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

十
二
月
二
十
三
日
二
十
六
日
と
二
日
に
分
け
て
実
施

し
、
田
中
参
事
が
講
師
と
な
り
関
係
法
令
、
定
款
・
規
約
、

不
適
正
事
案
対
応
・
未
然
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
不
適
正
事

案
対
応
要
領
、
職
制
規
程
に
つ
い
て
二
時
間
の
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

規
程
が
あ
っ
て
も
、
基
礎
と
な
る
法
令
を
知
ら
な
け
れ

ば
、
条
文
の
真
意
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
基
礎
知
識
向
上
の
た
め
に
、
各
規
程
に
つ

い
て
継
続
し
て
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

役
員
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会
を
開
催

第
一
回
定
款
・
規
程
等
学
習
会
を
開
催
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設計監理　ARI 建築空間計画　  320,000 円（税別）

施　　工　山岸木材株式会社　4,680,000 円（税別）

設計監理　ARI 建築空間計画　　  1,350,000 円（税別）

施　　工　株式会社湯本工務店　24,350,000 円（税別）

年末までに土間コンクリート打ちが終わりました。

完成した本所北側駐車場

施工前の状況

完成した壁面と屋根

本
所
北
側
の
農
地
を
購
入
し
て
建
設
し
て
い
た
駐
車
場

が
、
十
二
月
二
日
完
成
し
引
渡
し
と
な
り
ま
し
た
。
農
業

振
興
地
域
指
定
解
除
な
ど
あ
り
、
計
画
か
ら
２
年
余
り
の

事
業
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
駐
車
場
が
狭
く
組
合
員
は
じ
め
来
所
す
る

皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
お
か
け
し
て
い
ま
し
た
が
、 

こ
の
駐
車

場
を
営
業
車
用
と
し
ま
す
の
で
、
南
側
駐
車
場
が
来
客
用

と
し
て
多
く
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
工
事
に
あ
た
っ
て
は
六
社
を
指
名
し
て
入
札
を

行
い
、
山
ノ
内
町
の
山
岸
木
材
株
式
会
社
と
の
契
約
と
な

り
ま
し
た
。

昨
年
の
大
雪
に
よ
り
機
材
庫
が
倒
壊
し
た
影
響

で
、
除
雪
車
車
庫
の
南
側
の
壁
面
と
屋
根
の
一
部

を
損
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

台
風
に
よ
る
二
次
被
害
を
心
配
し
て
い
ま
し
た

が
、
設
計
・
施
工
を
中
野
市
の
信
越
木
材
株
式
会

社
と
契
約
し
て
工
事
を
進
め
、
九
月
二
十
八
日
に

工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

総
工
費
は
３
７
７
万
円(

税
別)

で
し
た
。

諸
手
続
き
の
関
係
で
発
注
が
遅
れ
て
い
ま
し

た
、
倒
壊
し
た
機
材
庫
の
新
築
工
事
が
、
十
一
月

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
年
内
に
土
間
コ
ン
ク
リ
ー

ト
打
ち
が
終
わ
り
、
一
月
中
に
棟
上
げ
と
な
る
予

定
で
す
。

新
し
い
建
物
は
、
鉄
骨
平
屋
建
て
で
、
屋
根
は

耐
雪
構
造
と
し
、
勾
配
は
緩
く
し
て
あ
り
ま
す
。

昨
年
以
上
の
降
雪
状
況
で
不
安
な
場
合
に
、
屋
根

に
上
が
っ
て
雪
下
ろ
し
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
て

い
ま
す
。

降
雪
期
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
順
調
に

工
事
が
進
ん
で
く
れ
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

工
事
入
札
で
は
六
社
を
指
名
し
て
入
札
を
行

い
、
中
野
市
の
株
式
会
社
湯
本
工
務
店
と
の
契
約

と
な
り
ま
し
た
。

本
所
北
側
駐
車
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

雪害被害のあった赤坂林産事業所の再整備を進めています。
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各拠点の設置状況

システム専用のパソコン

本所の設置状況 令
和
三
年
に
、
千
葉
県
八
街
市
で
飲
酒
運
転
の

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
交
通
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
を

受
け
、
業
務
使
用
の
自
家
用
自
動
車
に
お
け
る
飲

酒
運
転
防
止
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、
道
路
交
通

法
施
行
規
則
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

① 

安
全
運
転
管
理
者
に
対
し
、
目
視
等
に
よ

り
運
転
者
の
酒
気
帯
び
の
有
無
の
確
認
を
行
う
こ

と
及
び
そ
の
内
容
を
記
録
し
て
１
年
間
保
存
す
る

こ
と
を
義
務
付
け
る
規
定

② 
安
全
運
転
管
理
者
に
対
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
検

知
器
を
用
い
て
運
転
者
の
酒
気
帯
び
の
有
無
の
確

認
を
行
う
こ
と
並
び
に
そ
の
内
容
を
記
録
し
て
１

年
間
保
存
す
る
こ
と
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
を

常
時
有
効
に
保
持
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
規
定

こ
の
二
つ
の
規
定
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
②

に
つ
い
て
は
機
器
の
品
不
足
か
ら
延
期
と
な
っ
て

い
ま
す
。

現
状
で
は
、
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
目
視
等

に
よ
る
確
認
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ア
ル
コ
ー
ル

チ
ェ
ッ
カ
ー
が
導
入
で
き
た
こ
と
か
ら
、
本
所
と

各
拠
点
で
使
用
し
て
い
ま
す
。

本
所
の
シ
ス
テ
ム
に
は
、
検
知
デ
ー
タ
と
チ
ェ
ッ

ク
を
行
っ
た
運
転
者
の
画
像
が
記
録
さ
れ
ま
す
。

各
拠
点
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
端
末
を
接

続
し
、
検
知
を
行
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ

メ
ラ
に
よ
り
チ
ェ
ッ
ク
す
る
運
転
者
が
撮
影
さ
れ
、

検
知
デ
ー
タ
と
画
像
デ
ー
タ
が
本
所
の
シ
ス
テ
ム

に
自
動
的
に
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
検
知
さ
れ
る
と
、
警
報

音
が
鳴
り
、
シ
ス
テ
ム
で
は
画
面
上
に
デ
ー
タ
が

赤
く
示
さ
れ
ま
す
。

冬
期
間
は
除
雪
の
拠
点
に
設
置
し
て
、
除
雪
車

へ
乗
車
前
と
乗
車
後
に
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
全
て
の
チ
ェ
ッ
ク
デ
ー

タ
を
本
所
で
確
認
で
き
、
記
録
も
自
動
で
で
き
て

い
ま
す
。

課
題
と
し
て
は
、
非
常
に
精
密
に
チ
ェ
ッ
ク
さ

れ
る
た
め
、
喫
煙
直
後
や
饅
頭
等
の
食
べ
た
直
後

に
微
少
な
ア
ル
コ
ー
ル
を
検
知
し
て
し
ま
う
こ
と

で
す
。
そ
う
し
た
場
合
に
は
、
数
分
時
間
を
お
い

て
再
度
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
で
数
値
ゼ
ロ
が
表

示
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
よ
り
一
層
交
通
ル
ー
ル
厳
守
が

浸
透
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

アルコールチェッカーを導入しました。
・・・・・・　道路交通法施行規則改正への対応　・・・・・・

検査画像データが残ります

検査画像データが残ります
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発電施設の説明を受けています。

施設内には、発電用エンジンが並んでいます。

木材チッパーを見学しています

割田組合長から説明を受けました。

十
月
二
十
七
日
二
十
八
日
に
安
曇
野
市
の
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
株
）
安
曇
野
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
、
北
ア
ル
プ
ス
森
林
組
合
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
、
富
山
県
の
魚
津
埋
没
林
博
物
館
等

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
昨
年
実
施
の
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
こ
の

時
期
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
で
は
、
同
所
セ
ン
タ
ー
長
の
高
橋
氏
か
ら
木
質
チ
ッ
プ
の
ガ
ス
化
発
電
と
発
電

余
熱
、
排
気
ガ
ス
の
隣
接
ト
マ
ト
園
で
の
利
用
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

同
所
で
は
、
丸
太
か
ら
木
質
チ
ッ
プ
を
製
造
し
、
そ
れ
を
ガ
ス
化
し
て
エ
ン
ジ
ン
を
稼
働
し
発
電
を

行
う
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
し
て
、エ
ン
ジ
ン
の
排
熱
と
排
気
ガ
ス
を
ト
マ
ト
栽
培
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

発
電
出
力
は
２
０
０
０
Ｋ
Ｗ
で
、
こ
う
し
た
施
設
で
は
国
内
最
大
級
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

北
ア
ル
プ
ス
森
林
組
合
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
島
所
長
と

割
田
組
合
長
（
中
野
市
岩
井
出
身
）
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
同
所
で
は

丸
太
か
ら
木
質
チ
ッ
プ
を
製
造
し
て
、
サ
ン
ト
リ
ー
の
天
然
水
工
場
の
チ
ッ

プ
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
用
と
し
て
納
品
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
現
在
、
年
間

１
５
０
０
ｔ
を
契
約
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
施
設
が
手
狭
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
別
の
場
所
で
原
料
丸
太
を
貯
木
し
て
お
り
、
そ
の
貯
木
場
も
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
施
設
で
も
、
チ
ッ
プ
の
形
状
と
含
水
率
の
規
定
に
合
わ
せ
る
た

め
に
、
た
い
へ
ん
苦
労
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

今
後
、
木
質
燃
料
需
要
が
増
加
す
る
中
で
、
た
い
へ
ん
参
考
と
な
る
視
察

で
し
た
。

そ
し
て
、
翌
日
は
魚
津
埋
没
林
博
物
館
で
は
、
埋
没
木
の
水
中
展
示
館
、

乾
燥
展
示
館
に
続
き
、
ド
ー
ム
館
で
埋
没
林
出
土
状
態
展
示
を
見
て
、
ハ
イ

ビ
ジ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
埋
没
林
の
説
明
、
富
山
湾
の
蜃
気
楼
の
説
明
と
、
魚
津

市
に
あ
る
天
然
杉
林
の
「
洞
杉
の
森
」
に
つ
い
て
動
画
で
説
明
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
、
遠
方
の
視
察
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

た
い
へ
ん
有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

役
員
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

安
曇
野
市
の
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
北
ア
ル
プ
ス
森
林
組
合
を
視
察
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ハーベスタ伐倒を見学しました。

役
員
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

理
事
・
監
事
の
任
期
は
定
款
第
三
十
九
条
で
「 

役
員
の
任
期
は
、
就
任
後
三
年
以
内
の
最
終
決
算

期
に
関
す
る
通
常
総
会
の
終
了
の
時
ま
で
と
す
る
。」
と
さ
れ
て
お
り
、次
の
通
常
総
会
終
了
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

候
補
者
の
推
薦
等
つ
き
ま
し
て
は
、
三
月
末
に
は
概
ね
完
了
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
候
補
者
が

選
出
さ
れ
て
四
月
に
は
、
総
代
か
ら
選
出
さ
れ
た
推
薦
委
員
に
よ
る
推
薦
会
議
が
開
か
れ
、
総
代
会
に

附
議
す
る
役
員
候
補
が
正
式
に
推
薦
さ
れ
、
総
代
会
で
選
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
の
関

係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
所
総
務
課
が
担
当
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

十
月
十
四
日
に
、
木
島
山
国
有
林
の
木
材
生
産
現
場
で
、

役
員
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
業
務
委
員
に
加
え
て
総
務
委
員
も
参
加
し
て
行

い
ま
し
た
。
た
い
へ
ん
広
い
現
場
を
徒
歩
で
横
断
す
る
パ
ト

ロ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
良
好
な
意
見
、
ま

た
、
作
業
者
の
現
場
ま
で
の
移
動
方
法
、
作
業
者
間
の
連
絡

方
法
、
体
調
管
理
な
ど
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

現
地
で
ハ
ー
ベ
ス
タ
に
よ
る
伐
倒
作
業
を
見
る
機
会
が
あ

り
、
初
め
て
見
る
者
が
多
か
っ
た
の
で
、
た
い
へ
ん
意
義
深

い
パ
ト
ロ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　◎選出地区ごとの選出数
　理事選出数

区　域
選出
人数

備　考

岳南 6 人
中野市 3 人

北部 1 人
南部 1 人
豊田 1 人

山ノ内町 3 人

岳北 6 人

飯山市 3 人 各地区の選出基準数を飯山市 3 人、木島
平村 2 人、野沢温泉村 2 人とし、監事選
出した地区の理事数を 1 人減とし、総数
を 6 人とする。

木島平村 2 人

野沢温泉村 1 人

　　　　　　　　　　　　　　　 合計 12人

　監事選出数

区　域
選出
人数

備　考

中野市・山ノ内町
（岳南）

1 人 次期改選では山ノ内町から選出する。

飯山市・木島平村
野沢温泉村
（岳北）

1 人 次期改選では野沢温泉村から選出する。

員外監事 1 人
税理士、公認会計士、森林組合等法人の知識、技能及び経
験を有する者

                         合計 3人

役員の任期は次の通常総代会終了までとなります。



 本　　　所
 〒383-0061	 中野市大字壁田938番地1
	 TEL 0269-38-0371（代）
	 FAX 0269-23-5350

 利用事業室
 〒389-2255	 飯山市大字静間383番地14
	 TEL 0269-62-8111
	 FAX 0269-67-0120

編集後記
令和４年度末が近づいています。夏季事業がた

いへん良好に推移してきました。たぶん、これまで

にない良い状況だったのではと感じます。冬季事

業は天気まかせとなりますが、平均的な降雪となっ

て欲しいものです。

森林組合からの
お知らせです。

総代・参与委員の任期は下記のようになっております。
５月の改選に向けて、各地区での選出の準備をお願いします。

現在の総代・参与委員の任期

総代・参与委員・・・令和５年５月10日までです。

・・・・・・　お間違えのないよう、お願いします。　・・・・・・

総代・参与委員選出数
区　域 総代数 参与委員数

第 1 区　旧中野市の区域 22 人 22 人

第 2 区　飯山市の区域 72 人 72 人

第 3 区　山ノ内町の区域 38 人 38 人

第 4 区　木島平村の区域 27 人 27 人

第 5 区　野沢温泉村の区域 19 人 19 人

第 6 区　中野市豊田の区域 22 人 22 人

北信州森林組合の区域全体 200 人 200 人

※ ４月の総
（4月22日頃の予定）

代 会は現在の総代が出席します。

総代選挙スケジュール
選 挙 公 告　4 月 10 日頃の予定
立候補届締切　4 月 20 日頃の予定

　これから各地区で
総代選出に向けた会
合等が必要になるか
と思います。
　本所総務課および
利用事業室にご相談
いただきますよう、お
願いいたします。


